
２．地域貢献情報 

 

全般に関する事項 

当会は、滋賀県を事業区域として、地元のＪＡ等が会員となって、お互いに助け合

い、お互いに発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の農業

専門金融機関であるとともに、地域経済の活性化に資する地域金融機関です。 

 当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の

皆さまの大切な財産である貯金を源泉としています。当会では資金を必要とする農家

組合員の皆さま方や、ＪＡ・農業に関連する企業・団体および、県内の地場企業・地

方公共団体などにもご利用いただいています。 

当会は、農家組合員の皆さまの経済的・社会的地位の向上を目指し、ＪＡとの強い

絆とネットワークを形成することによりＪＡ信用事業機能強化の支援を行うとともに、

地域社会の一員として地域経済の持続的発展に努めています。 

 また、金融機能の提供にとどまらず、環境、文化、教育といった分野も含めて、広く

地域社会の活性化に積極的に取り組んでいます。 

  

 

【当会会員数・出資金の状況】 

                       （令和２年９月末現在） 

会員数 ８２会員 

出資額 ４０７億７１百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

地域からの資金調達の状況   地域に対する資金供給の状況 

 

 

 

 

当会の余裕金運用の状況   当会の自己資本の状況 

 

 

 



地域密着型金融への取組み 

 

 

 

農業者の競争力強化、農業者の所得増大、地域の活性化を目指し、ＪＡバンク京都と

協同プロジェクトとして策定した『農業・農業者応援プラン』に基づき、平成 27 年 4

月より次の取組みを実施しています。 

 

「農業・農業者応援プラン」等一覧表 

取組事項 対象 助成内容等 

ＪＡバンク滋賀 

農業資金利子補給 
個人・法人 

農業資金について、最大年１％・最長５年間の利

子補給を行います。 

ＪＡバンク滋賀 

農業資金保証料助成 
個人・法人 

農業資金にかかる基金協会保証料について助成し

ます。 

ＪＡバンク滋賀 

農業経営の法人化支援 
法人 

法人化に際しての費用について、1 法人当たり最大

５万円を助成します。 

ＪＡ営農ローン 

（農業クィック） 
個人 

貸出金が１年以内で金額が５０万円以内の農業経

営資金について、手続きを簡便化し、スピーディ

ーに対応します。 

ＪＡ新規就農応援資金 個人 
貸出金額は１，０００万円以内で、新規就農者へ

の融資を行います。 

農業支援ポータルサイト 

「アグリウェブ」 

ＪＡ 

個人・法人 

インターネットを通じて、農業に関わる知識やお

役立ちコラムや事例集などの情報を発信し、コン

サルタントに相談できる「農業経営相談窓口」を

提供します。 

 

 

                  

 

 

県内における７つの地域農業センターの運営に参画することにより、地域農業・農村

の活性化をはかるための事業支援を行っています。 

 

農業担い手金融への取組み ～「農業・農業者応援プラン」の実践～ 

地域農業の活性化への支援 



 

 

 

農業者の方のニーズに応えるべく、様々な資金をご用意しています。 

農機ハウスローン 農機具のご購入・点検・修理、パイプハウス・格納庫の建設

資金としてご利用いただけます。 

アグリマイティー資金 農産物の生産・加工・流通・販売に関する運転資金や設備資

金、再生可能エネルギー利用の取組みを支援するための発

電・蓄電設備取得資金としてご利用いただけます。 

アグリビジネスローン 農業生産および農産物の加工・流通・販売等に関する運転資

金・設備資金等の事業資金としてご利用いただけます。 

 

営農ローン 営農に関する一切の資金としてご利用いただけます。 

 

農業経営ローン 営農に関する一切の資金としてご利用いただけます。 

 

新規就農応援資金 新規就農者の方の農業経営に必要な設備・運転資金としてご

利用いただけます。 

ＪＡ担い手応援ローン 農業経営に必要な運転資金としてご利用いただけます。 

これらの他にも、日本政策金融公庫資金のお取扱いも行っています。 

また、ＪＡバンクでは、アグリビジネス投資育成株式会社と連携し、資本提供の枠組

みを整備（アグリシードファンド）しており、『担い手経営体応援ファンド』、『ＪＡ・

６次化ファンド』等、農業法人のニーズに応じたファンドについてもご用意しています。 

 

 

 

  

地域の農業者との関係を強化し、多様な資金ニーズに応えるため、ＪＡ滋賀担い手サ

ポートセンターにおいて、県内ＪＡの信用部門および営農・経済部門等と連携し、農業

者への訪問活動に取組んでいます。営農経済、法人化支援、経営改善関係等と多岐にわ

たった内容に対応しています。 

 

おもな農業資金について 

担い手のニーズに応えるための取組み 



 

 

 

県内ＪＡ各店舗において無料で開催される年金相談会に対し、専門知識を有した社会

保険労務士を派遣しています。 

同相談会は、令和 2年 9月までに県内 116 会場で開催されています。 

 

 

 

 

県内ＪＡにおいて開催された相続や資産相談セミナー等に対して、開催支援を実施し

ています。なお、県域として開催する相続個別相談会は、令和 2年 9月までに県内 5会

場で開催しています。 

 

 

 

 

当会は、「金融円滑化にかかる基本的方針」を定め、「農業者をはじめとする地域のお

客さまに対して必要な資金を円滑に供給していくこと」を当会の重要な役割のひとつと

位置づけ、お客さまからの相談や申込みに柔軟に対応するなど、適切な業務の遂行に努

めています。 

 

 

 

 

お客さまとの保証契約時には、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協

会および日本商工会議所）が公表した「経営者保証に関するガイドライン」に沿って、

誠実な対応に努めています。 

 

 

 

 

当会は、お客さまの安定的な資産形成に貢献するため、「お客さま本位の業務運営に

関する取組方針」に基づき、最適な商品提供、お客さま本位のご提案と情報提供に努め

ています。また、商品選定や情報提供にあたり、お客さまの利益を不当に害することが

ないように、利益相反の適切な管理を行っています。 

年金相談会の開催支援 

農業者・中小企業等の経営支援に関する取組み 

「経営者保証に関するガイドライン」に沿った取組み 

「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」に沿った取組み 

相続・資産相談セミナー等の開催支援 



 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に対しては、地域金融機関として業務継続を最

優先課題とし、役職員の体調管理および来訪者管理を徹底して行っています。緊急事態

宣言時には、役職員内にウイルス感染者が発生した場合に備え、スプリットチーム体制

による２チーム編成で交代勤務を実施しました。 

その他、地域応援、織物業振興のため、役職員は県内産マスクを着用しています。 

 

 

 

 

 

文化的・社会的貢献に関する事項 

 

 

 

ＪＡグループ滋賀は、新型コロナウイルス感染症から県民の命を守るために最前線で

闘う医療従事者を共同の力で支えるため、社会貢献の取組みとして「滋賀県がんばる医

療応援寄附」に寄附を行いました。 

 

 

 

 

滋賀県社会福祉協議会が事務局を務める“子どもの笑顔はぐくみプロジェクト”のス

ポンサーに登録し、滋賀県内の「子ども食堂」を支援しています。 

 

 

 

 

子ども食堂支援の取組み 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の取組み 

滋賀県の医療従事者応援の取組み 



 

 

 

ＪＡバンク食農教育応援事業として、次世代を担う子

どもたちに、農業と食の問題や環境問題、農業と経済の

かかわりなど、農業への理解を深めてもらうために教材

本『農業とわたしたちのくらし』を作成し、県内の小学

校５年生を対象に贈呈しています。 

 

 

 

 

 

 湖国で野球を愛する次世代を担う子どもたちの健全な

育成を願い、地域スポーツ振興を推進する目的で『滋賀

県学童野球選手権大会』へ協賛しています。今年度は 6

月から令和 2年 8月 22 日（土）に愛荘町ふれ愛スポーツ

公園野球場において決勝戦が行われるまで、県内各地で

熱戦が繰り広げられました。 

 

 

 

 

 

後を絶たない特殊詐欺から高齢者を中心とした県

民を守るため、滋賀県警と啓発ＣＭを放送するととも

に、ホームページや店頭にて「振り込め詐欺」等に対

する注意喚起を促す啓発活動を行っています。また一

部のご高齢のお客さまを対象にキャッシュカードに

よる振込等の利用制限や、高額現金の払出しを小切手

とする『預手プラン』を導入し、犯罪抑止と被害の未

然防止に努めています。 

 

 

 

 

小学生向け食農教育教材本の贈呈 

滋賀県学童野球選手権大会への協賛 

特殊詐欺防止への取組み 



 

 

 

琵琶湖固有の自然を取戻す活動として開催される

『びわこルールキッズ』（滋賀県主催の外来魚のノーリ

リースの普及目的に開催される釣りコンテスト）に対

し、熱中症・ウイルス感染症対策として冷感タオルや

マスクの提供を通じて協賛しています。 

 

 

 

 

 

令和 2年 8 月 4 日（火）と 7日（金）に、それぞれ

ＪＡビル滋賀およびＪＡバンク滋賀事務センタービル

において、滋賀県赤十字血液センターの移動採血車の

来訪により、献血に協力を行いました。 

 

 

 

 

 

『信連クリーンアップ運動』と称して、職員がグル

ープを編成し、定期的に事務所周辺の清掃活動を実施

しています。  

 

 

 

 

 

地球環境に配慮した取組みとして、電気自動車の導

入を進めています。また、電気自動車のＥＶバッテリ

ーは蓄電池としても使用できるため、災害時には避難

所等において電源供給に使えるように外部給電器を導

入しました。 

 

琵琶湖の環境を守るために 

日本赤十字社の献血への積極的参加 

自主的清掃活動の実施 

地球環境配慮の取組み 


